
　
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
商
工

会
主
催
の
﹁
と
よ
や
ま
朝
市
﹂
。
今
月

は
、
と
よ
や
ま
エ
ア
ポ
ー
ト
ビ
ュ
ー
マ

ラ
ソ
ン
会
場
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
三
月
八
日︵
日
︶　
午
前
九

時
〜
正
午
頃
︵
小
雨
決
行
︶
▼
と
こ
ろ

　
神
明
公
園
内
航
空
館
ｂ
ｏ
ｏ
ｎ
西
側

▼
問
合
せ
　
豊
山
町
商
工
会
　
☎
28
・

３
８
０
０
　
　
29
・
１
１
８
３

　
清
須
保
健
所
で
は
、
成
人
を
対
象
と

し
た
心
肺
蘇
生
法
講
習
会
︵
Ａ
Ｅ
Ｄ
使

用
︶
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
平
成
二
十
七
年
三
月
十
二

日
︵
木
︶
午
後
一
時
〜
午
後
四
時
▼
と

こ
ろ
　
清
須
市
春
日
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
二
階
大
会
議
室
▼
内
　
容
　
成
人
を

対
象
と
し
た
心
肺
蘇
生
法
講
習
︵
Ａ
Ｅ

Ｄ
使
用
︶
▼
講
　
師
　
西
春
日
井
広
域

事
務
組
合
消
防
本
部
職
員
▼
対
　
象
　

原
則
と
し
て
豊
山
町
、
清
須
市
、
北
名

古
屋
市
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
　

先
着
20
名
▼
受
講
料
　
無
料
▼
そ
の
他

受
講
者
に
消
防
本
部
か
ら
修
了
証
を
発

行
し
ま
す
▼
申
込
方
法
　
三
月
五
日︵
木
︶

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
愛

知
県
清
須
保
健
所
総
務
企
画
課
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
　
清
須
保

健
所
　
☎
０
５
２
・
４
０
１
・
２
１
０

０
　
　
０
５
２
・
４
０
１
・
２
１
１
３

　
三
月
は
﹁
自
殺
対
策
強
化
月
間
﹂
で

す
。
自
殺
は
、
個
人
の
自
由
な
意
思
や

選
択
の
結
果
で
は
な
く
、
様
々
な
問
題

が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
心
理
的
に
追
い

込
ま
れ
た
末
の
死
で
す
。

　
国
は
、
自
殺
に
対
す
る
国
民
の
理
解

を
促
進
し
、
偏
見
を
な
く
す
た
め
、
例

年
自
殺
者
数
の
多
い
三
月
を
自
殺
対
策

強
化
月
間
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
自
殺
を
考
え
る
方
は
、
﹁
眠
れ
な
い
﹂

﹁
原
因
不
明
の
体
の
不
調
が
続
く
﹂
﹁
自

殺
を
口
に
す
る
﹂
な
ど
何
ら
か
の
サ
イ

ン
を
発
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
サ
イ
ン
に
気
付
き
、
家
族

や
周
囲
の
人
が
ひ
と
声
か
け
る
こ
と
や
、

早
め
に
専
門
の
相
談
窓
口
に
つ
な
ぐ
こ

と
が
自
殺
を
防
ぐ
大
切
な
一
歩
と
な
り

ま
す
。

　
愛
知
県
で
は
、
左
記
の
と
お
り
相
談

窓
口
を
設
置
し
、
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

○
あ
い
ち
こ
こ
ろ
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
３
６

５
　
☎
0
5
2
・
9
5
1
・
2
8
8
1

▼
受
付
時
間
　
毎
日
午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時
三
十
分
ま
で
　
三
月
一
日
︵
日
︶

か
ら
七
日
︵
土
︶
ま
で
は
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
も
開
設
し
ま
す
。☎
0
1
2
0
・

7
8
6
・
5
5
6

○
清
須
保
健
所
　
☎
0
5
2
・
4
0
1
・

2
1
0
0
▼
問
合
せ
　
県
健
康
福
祉
部

障
害
福
祉
課
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
室
　

☎
0
5
2
・
9
5
4
・
6
6
2
1

　
0
5
2
・
9
5
4
・
6
9
2
0

広報とよやま平成27年3月号

情報コーナー12

情報コーナー

国や県などの情

報をまとめてお

知らせします。

心
肺
蘇
生
法
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

﹁
と
よ
や
ま
朝
市
﹂in
神
明
公
園

こ
こ
ろ
の
相
談

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
け
ま
す

　
Ｂ
型
及
び
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
者
は
、
全
国
で
合
わ
せ
て
三
百
万
人

以
上
存
在
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
、
主
に
血
液
を

介
し
て
感
染
す
る
病
気
で
す
。
本
人
が

感
染
に
気
付
か
な
い
う
ち
に
慢
性
肝
炎

か
ら
肝
硬
変
、
肝
が
ん
へ
と
進
行
す
る

こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
を
予
防
す
る
た
め

に
は
、
感
染
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療

が
大
変
重
要
で
す
。
県
の
保
健
所
で
は

肝
炎
の
無
料
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
感
染
が
心
配
な
方
は
是
非
、
検

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
清
須
保
健
所
　
☎
0
5
2
・

4
0
1
・
2
1
0
0
又
は
県
健
康
福
祉

部
健
康
対
策
課
　
☎
0
5
2
・
9
5
4
・

6
2
6
8

無
料
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
検
査
を
行
い
ま
す

振
り
込
め
詐
欺
に

遭
わ
な
い
た
め
に

　不動産に関する取引と悩みごとについて、
相談に応じます。秘密は厳守します。
と　  き　 3月19日（木）　午後1時〜午後4時
と こ ろ　北名古屋市社会福祉協議会
　　　　   本所1階相談室
問 合 せ　公益社団法人愛知県宅地建物取引
　　　　　業協会　西尾張支部　　　　
　　　　　☎�0586・81・3344　
　　　　　　 0586・81・3354

不動産無料相談
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振
り
込
め
詐
欺
を
始
め
と
す
る
特
殊

詐
欺
の
被
害
は
、
平
成
二
十
六
年
中
、

被
害
総
額
が
三
十
五
億
七
千
万
円
に
の

ぼ
り
過
去
最
悪
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
被
害
者
の
多
く
が
、
手
口
な
ど
を
知

っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
騙
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、﹁
私
は
大
丈
夫
﹂
と
い
う

考
え
は
大
変
危
険
で
す
。

　
ま
た
、
最
近
は
被
害
者
を
脅
す
手
口

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
い
つ
あ
な
た
や
あ
な
た
の
身
近
な
人

が
被
害
に
遭
っ
て
も
お
か
し
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
在
宅
中
で
も
留
守
番
電
話
に

す
る
等
、
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対

策
を
す
る
と
と
も
に
、
不
審
電
話
、
は

が
き
、
メ
ー
ル
が
き
た
ら
、
身
近
な
人

や
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
　
警
察
相
談
専
用
電
話︹
短
縮

番
号
︺＃
9
1
1
0
ま
た
は
 ☎
0
5
2
・

9
5
3
・
9
1
1
0
　

申 込 み・
問合せ先

自衛隊愛知地方協力本部
小牧地域事務所 ��
　☎73・2190
又は自衛官募集相談員
町内在住熊沢直紀　　　
☎28・0098

自衛官採用案内

採用種目

応募資格

受付期間

１次試験

採用時期

自衛隊幹部候補生

平成28年4月1日現在、日本国籍を
有する22歳以上26歳未満の方

（大学院の修士課程を修了したも
の（平成28年３月学位取得見込み
を含む）にあっては28歳未満の方）

平成27年３月１日（日）から
５月１日（金）まで

平成28年３月下旬から４月
上旬

平成27年５月16日（土）、17日（日）
（17日は、飛行要員希望者の
み。）


